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折半屋根を架けた半外部の緑化空間 ・ 外構 ・ 敷地周辺木々が一つの森を形成し、 自然と調和した児童館を設計する。 商店街からはアプローチ

を通し、 川沿いまで 下る大階段を設けることで街と川とを立体的につなぐ。 子供だけでなく地域住民 も緑を享受しに訪れる建築を目指した。
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開講年次：学部３年生第 1クォーター10
設計演習ⅢA
都賀川沿いに建つ＜子育てスクエア＞

［担当教員］

槻橋修 ( 准教授 )　

小林直紀 （安井建築設計事務所）　鄭弼溶 （いるか設計集団）

［Teaching Assistant］

尾野拓海 (A69)　小野原祐人 (A69)　柴田貴美子 (A69)　

■課題概要

　現代都市に暮らす人々にとって、 子供を産み育てることには様々な課

題がある。 要因としては核家族化による地縁の希薄化、 女性の社会進

出による共働き夫婦の増加、 単親世帯の増加などが挙げられる。 子育

ての負担が親に集中することが、 都市でのライフスタイルとの間でストレ

スを生み、 育児ノイローゼや幼児虐待といった招かれざる事態の遠因と

もなっている。

　従来より社会における 「発達保障」 の場として児童福祉施設は整備さ

れてきているが、 現代のような家族観、 自然観が多様化する時代にお

いて、 都市は子供達に、 また子供を育てる親たちに、 どのような場所

を提供すればよいだろうか。 本課題では以下に挙げる３つの方向性から

ひとつを選択し、 子供のための空間、 都市における福祉のあり方につ

いて考えてもらいたい。

（1） 次世代をになう児童達が、 健やかに育つための支援環境として、

自由に利用ができる施設。

（2） 子育てに関わる様々な人が自由に集まり、 交流するための施設。

（3） 乳幼児の発達保障の場、 生活空間を提供する施設。

  ３つの施設が、 交差点を中心に子育てスクエアとして一体的な空間を

つくるよ うに、 それぞれが尊重すべき共通のデザインの方針 （デザイン

コード） を設定することが望ましい。

■敷地

(1) 別図に示すような、 灘区都賀川沿いの敷地を想定する。

・ 「児童館」 敷地①約 2030 ㎡＝東西 30ｍ× 南北 70ｍ( 変形あり )

・ 「子育てカフェ」 敷地②約 1550 ㎡＝東西 62ｍ× 南北 25ｍ

・ 「保育所」 敷地③約 3100 ㎡＝東西 62ｍ× 南北 50ｍ

・用途地域等 ( 近隣商業地域 / 建蔽率 80％, 容積率 400％, 防火地域 )

(2) 河川公園に隣接する敷地で、 周辺は住宅地。

■建物概要

・ 「児童館」 ： 延床面積 1000 ㎡前後。 構造、 階数は自由とする。

・ 「子育てカフェ」 ： 延床面積 800 ㎡前後。 構造、 階数は自由とする。

・「保育所」：延床面積 1000 ㎡前後。 RC 造、鉄骨造、または、木造 （準

耐火建築物）。 階数は自由とする。

国土地理院 地理院地図（https://maps.gsi.go.jp/）をもとに編集者作成

課題敷地
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